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１　総則





1　総則
　土木工事施工管理基準は，鹿児島県土木部制定土木工事共通仕様書に規定す
る土木工事の施工管理の基準を定めたものである。

　(1) 目　的
　この基準は，土木工事の施工について，契約図書に定められた工期，工事目的物
の出来形及び品質規格の確保を図ることを目的とする。

　(2) 適　用
　この基準は，鹿児島県土木部が発注する土木工事について適用する。ただし，設
計図書に明示されていない仮設構造物等は除くものとする。また，工事の種類，規
模，施工条件等により，この基準によりがたい場合は，監督職員の承諾を得て他の方
法によることができる。

　なお，港湾漁港工事については港湾漁港編により管理するものとし，これにない項
目は，一般土木編を準用する。

　(3) 構　成
　　土木工事施工管理基準は下記の構成による。

　(4) 管理の実施
(ｱ) 受注者は，工事施工前に，施工管理計画及び施工管理担当者を定めなければなら

ない。
(ｲ) 施工管理担当者は，当該工事の施工内容を把握し，適切な施工管理を行わなけれ

ばならない。
(ｳ) 受注者は，測定（試験）等を工事の施工と並行して，管理の目的が達せられるよう速

やかに実施しなければならない。
(ｴ) 受注者は，測定（試験）等の結果をその都度逐次管理図表等に記録し，適切な管理

のもとに保管し，監督職員の要請に対し速やかに提示するとともに，検査時に提出し

なければならない。
(ｵ) 受注者は，測定（試験）値が偏向する場合，バラツキが大きい場合又は規格値の範

囲を外れる場合は，その原因を追求し監督職員と協議の上，手直し，補強，やり直し

等の処理を行わなければならない。
(ｶ) 受注者は，管理内容等に疑義が生じた場合は速やかに監督職員と協議し，この指示

に従わなければならない。
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　(5) 管理項目及び方法
　　　(ｱ) 工程管理

　受注者は，工程管理を工事内容に応じた方式（ネットワーク(PERT)又はバーチャー

ト方式など）により作成した実施工程表により行う。ただし，応急処理又は維持工事等

の当初工事計画が困難な工事内容については，省略できる。
　　　(ｲ) 品質管理

　受注者は，品質を品質管理に定める試験項目，試験方法及び試験基準により管理

するものとする。
　この品質管理の適用は，試験区分で「必須」となっている試験項目は，全面的に実

施するものとする。
　また，試験区分で「その他」となっている試験項目は，特記仕様書又は監督職員の

指示がある場合に実施するものとする。
　　　(ｳ) 出来形管理

・工事の種別，規模を問わず全面的に実施する。
・出来形管理は，設計値と実測値とを対比して記録した出来形管理図表又は出来形

管理図を作成し，出来形管理基準に基づき管理する。
・測定基準において測定箇所数「○○につき１ヶ所」となっている項目については，小

数点以下を切り上げた箇所数測定するものとする。
　　　(ｴ) 写真管理

・写真管理は，工事の完成後では明視できない箇所の施工状況，出来形寸法，工事

着手前の状況，材料検収，品質確認，安全管理状況及び工事中の災害状況等を写

真管理基準及び設計図書に基づいて行うものとし，工事の種別，規模を問わず全面

的に実施する。

　(6) 規格値
(ｱ) 規格値とは，設計仕様の数値と出来上がり数値との差の許容限界をいう。
(ｲ) 受注者は，出来形管理基準及び品質管理基準により測定した各実測（試験・検査・
計測）値について，すべて規格値を満足しなければならない。

(ｳ) 出来高に関係のある個々の測定値の平均値は，設計図書等の数値を下回ってはな
らない。

(ｴ) 規格値の明示がないものについては，設計図書及び監督職員の指示による。

　(8)資料の提出
　資料の提出は，鹿児島県電子納品ガイドライン（案）によるものとする。
　成果品を紙で提出する場合は，監督職員と協議の上，原則１部提出するものとす
る。

　(7) その他
　　　(ｱ) 測定基準

　測定（試験・検査・計測）基準は管理箇所及び頻度を示したもので，これによりがた
い場合は設計図書による。

　　　(ｲ)資料の提出
　資料の提出は，鹿児島県電子納品ガイドライン（案）によるものとする。
　成果品を紙で提出する場合は，監督職員と協議の上，原則１部提出するものとす
る。
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　　　(ｳ)３次元データによる出来形管理
　土工において，３次元データを用いた出来形管理を行う場合は，管理基準のほか，

「３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）土工編 多点計測技術（面管理の場

合）｣または「３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）土工編 計測技術（断面

管理の場合）｣の規定によるものとする。
　また，舗装工において，3次元データを用いた出来形管理を行う場合は，管理基準

のほか，「３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）舗装工編 多点計測技術

（面管理の場合）｣または「３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）舗装工編

計測技術（断面管理の場合）｣の規定によるものとする。
　河川浚渫工においては，3次元データを用いた出来形管理を行う場合は，管理基

準のほか，「３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）河川浚渫工編 ｣の規定に

よるものとする。
　なお，ここでいう３次元データとは，工事目的物あるいは現地地形の形状を3次元空

間上に再現するために必要なデータである。
　　　(ｴ)施工箇所が点在する工事

　施工箇所が点在する工事については，施工箇所毎に測定（試験）基準を設定する

ものとする。
　なお，これにより難い場合は，監督職員と協議しなければならない。
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２　工程管理





(1) 工程管理基準
　この工程管理基準は，土木工事施工管理基準(5)の(ｱ)に規定する工程管理の基準

を定めたものである。
　工程管理は，工事内容に応じた方式（ネットワーク(PERT)又はﾊﾞーチャート方式）に

より作成した実施工程表により管理し，工事の種別，規模を問わずすべての工事につ

いて実施する。

(2) 工事進捗の把握
　請負者は，毎月の工程の進捗状況を工程表により把握し，監督職員の要求に対し，

速やかに提示しなければならない。
　なお，該当月の進捗状況を月末までに監督職員に報告する。

(3) 実施工程表の作成に当たり考慮すべき条件
(ｱ) 工事及び作業の制約
(ｲ) 環境（地形，地質，気象，水理）を考慮した施工計画
(ｳ) 施工順序
(ｴ) 労務，機械の使用計画
(ｵ) 作業能力及び標準稼働時間の決定
(ｶ) 工期内の作業日数の決定

(参考資料)

１ 　ネットワークによる工程表

２ 　バーチャートによる工程表

工程管理
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１ 　ネットワークによる工程表

２ 　バーチャートによる工程表

5 6 #REF!

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 27

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 木

工 種

1式

1式

斫り・清掃
防錆材・添え筋 2 
モルタル修復

清掃・台座設置
器具取付・注入 70ｍ
器具撤去

洗浄・養生
含浸材塗布 200㎡

橋面防水 400㎡

路面調査
舗装版破砕
基層 400㎡
表層

1式

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 170

暦　             日

計　画　工　程　表

工事名 ： 工事名：〇〇橋橋梁補修工事 工　　期： 〇〇 日間
至 2022年〇月〇日

月

自 2021年〇月〇日

曜　             日
稼      働      日

数 量
天 候

20%

着工前測量・
照査

断面修復工

施工計画

ひび割れ注入
工

0%
累計日数

100%

80%

60%

40%

表面含浸工

橋面防水工

舗装工(基層・
表層)

後片付け

施工計画
10

12

着工前測量・照査

3
8

1

舗装工(基層・表層

9

35.2%

舗装版破砕

8

4

橋面防水工
路面調査

2
4

4 6
6

断面修復工

ひび割れ注入工

20

5 7

表面含浸工(洗浄・養

7

4

表面含浸工

7 7

後片付け

5

4 5 6
13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

工 種

10%

81%

4％

5%

0 %
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74

日間
至 2022年〇月〇日

月

暦　             日

計　画　工　程　表

工事名 ： 第〇号県単道路整備(〇〇〇-〇工区) 工　　期 ：
自 2021年〇月〇日

曜　             日

稼      働      日

数 量
天 候

準備工

舗装工

区画線工

後片付け・書
類整理

〇〇

累計日数

100%

80%

60%

40%

20%

準備工（施工計画・着工前測量・各種手続き）

91％

10％

95％

(ⅱ)－2


